
お問い合わせ

後援：⻄宮市教育委員会

SDGsのその先へ 
基�調�講�演

ヒトと⾃然の新たな関係に向けて
-��地球環境問題と学術界の課題�-

シンポジウム

開設記念  

神⼾⼥学院⼤学

200受講無料 定
員 名

START 13:00-16:30（12:30受付）

神⼾⼥学院⼤学���⽣命環境学部事務室

2025.8 SAT

会場

⽣命環境学部

第2部 14:25〜

第3部 15:40〜

パネルディスカッション

私たちがえがく未来

村澤�真保呂 ⿓⾕⼤学 社会学部 教授

【開催概要】
⽣命環境学部では、⾃然と⼈間とが共⽣できる持続可能な社会を築くために、⽣命現象を科学的にとらえ、  
多様な⼈々の豊かな⽣活の維持・増進に貢献できる⼈材の育成を⽬指しています。今⽇の国際社会においては、
地球環境だけではなく、社会格差や⼈権、教育、ジェンダーなど諸問題の解決を含めた「持続可能な発展」が喫
急の課題とされており、「サスティナビリティ�」は「⼈間・社会・地球環境の持続可能な発展」と広く認知され
ています。幅広い⽅々にご参加いただき、新学部へのご理解が深まる⼀助となれば幸甚に存じます。

参加申し込み

こちらのフォームからお申込みください。
https://forms.office.com/r/xwesmXVNBV

環境×⽣命×社会

⽥井 梨絵

村澤�真保呂 ⿓⾕⼤学���社会学部��教授

佐藤 友亮 神⼾⼥学院⼤学 ⽣命環境学部���教授

⾼岡 素⼦ 神⼾⼥学院⼤学 ⽣命環境学部���教授

横⽥ 弘⽂ 神⼾⼥学院⼤学 ⽣命環境学部���教授(学部⻑）エミリー・ホワイト・スミス記念講堂
髙橋 ⼤輔 神⼾⼥学院⼤学 ⽣命環境学部���教授��

.2

TEL:0798-51-8553〒662-8505⻄宮市岡⽥⼭4-1

司会：釜本莉奈 （R:LINKs代表）

国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所 
安全科学研究部⾨ 
⽣態・健康影響評価研究グループ 研究員

地球環境問題の現状を紹介し、⼈類が直⾯する課題
を克服するための学術界の取り組みについて、事例
を交えてお話しします。

⼭仲��奈実

第1部 13:15〜

卒�業�⽣�講�演

⽥井��梨絵

株式会社村⽥製作所 
サスティナビリティ推進部 
環境安全推進課

国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所 
安全科学研究部⾨ 
⽣態・健康影響評価研究グループ 研究員

化学物質と⽣物多様性
-ネイチャーポジティブ実現への課題と展望-

ネイチャーポジティブにおける企業の役割

※ネイチャーポジティブ（⾃然再興）：⽣物多様性の損失を⽌め、回復軌道に乗せること 


